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浜通り復興に
向けたメッセージ
大災害を経験した福島の地
で、高ペイロードで長時間
飛行可能な人命救助と緊急
物資輸送に役立つドローン
を開発しています。

南相馬市産業創造センターを拠点にして研究・
開発を行い、福島ロボットテストフィールドに
てドローンの性能試験等を実施しました。
各社の成果品は以下の通り。
① 大型ドローンフレーム、コンバータ、BMS（柳

下技研）
②ガスタービン発電ユニット（長岡商事）
③ モーター・プロペラ（先端力学シミュレーショ

ン研究所）

これまでに得られた成果

南相馬市産業創造センターに事務所を開設
し、南相馬市内で１名新規雇用しました。
部材加工は南相馬市内の企業に依頼し、福
島ロボットテストフィールドで性能評価試験を
実施しました。

浜通り地域への経済波及効果

要素技術
ガスタービン発電機を搭載した最大離陸重量
150Kg 級、ペイロード50Kgの緊急物資輸送用ド
ローンを開発し実用化します。

開発の
ポイント

ドローン用フレームはワゴン車に積載可能な機体重量
100Kg未満の機体を完成させ、高ペイロードを実現します。

実用化時期 令和7年度（2025年度）

販売製品・
サービス名

150Kg 級ドローン構造、発電ユニット、モーター・
プロペラ

成果物
（最終年度）

500Kg 級ドローン構造および機体制御装置、150KWガスター
ビン発電ユニットおよびPMS、モーター・多数枚プロペラ

創出される
経済効果

南相馬市の地元企業と連携したドローン製造・販売ビ
ジネスを実現し、新規事業の売上と地元雇用者の拡大

大型ドローン・UAM向けにハイブリッド動力システムを提供するた
め、ガスタービンエンジンで駆動させる発電機とバッテリーのハイ
ブリッド動力システムを完成させ、飛行時間の課題解決を図ります。

長時間飛行用ドローンとしてハイブリッド型の機体はあるが、高ペイロードが実現出来ていません。そこで、小型・高
出力ガスタービンを開発し発電効率を向上させ、災害対策など人命救助と緊急物資輸送用ドローンとして実用化します。

長時間飛行が可能な緊急物資輸送用
ハイブリッドドローンの実用化

ガスタービン発電機を搭載した
高ペイロード緊急物資輸送用ドローンの実用化開発

長岡商事株式会社 株式会社先端力学
シミュレーション研究所

柳下技研株式会社
福島県南相馬市原町区萱浜字巣掛場45-245　
南相馬市産業創造センターA棟
☎ 0824-72-2161（担当：増原圭）

masuhara@nagaoka-gr.co.jp

福島県南相馬市原町区萱浜字巣掛場45-245　
南相馬市産業創造センターA棟
☎ 0244-26-7110（担当：大川由夫）

ohkawa@astom.co.jp

福島県南相馬市原町区萱浜字巣掛場45-245　
南相馬市産業創造センターA棟
☎ 048-465-2411（担当：田島正英）

mn_tajima@yahoo.co.jp

投 資 規 模 1~5億円

開 発 人 数 10名未満

販 売 時 期 令和7年度（2025年度）

販 売 形 態 大型ドローンおよび
ドローン用パーツの販売

販売見込先 10社

協業希望先 電力会社などインフラサービ
ス企業、国内ドローンメーカー

実施期間 2022〜2024年
実用化開発場所 南相馬市、埼玉県、広島県、東京都

連携自治体 南相馬市

ロボット・
ドローン
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54 採択事例紹介　—　ロボット・ドローン分野

事業化企業コラム

事業概要 事業化への道のり

今後の
展望

イノベ機構による支援

ロボット・ドローン分野

当社はファブレスメーカーであり、実用化開発においては少ロット短納期の加工依
頼でも快く対応して下さる地元ものづくり企業さんとの連携が欠かせません。その
点、イノベ機構による支援でマッチングをサポートいただいたことは当プロジェクト
の完遂において必要不可欠なものでした。また、実用化開発後の製品PRや見込
み客へのアプローチなどにおいても大変心強いご支援をいただきました。

 清掃業界においても労働人口減少による人手不足の問題が深刻化しており、本開発で、年間 120 万円の人件費削
減を可能にする業務用ドライ掃除ロボットを製品化し、人口減少時代の生産性向上に貢献します。また、機械加工
部品製作においては、地元企業との連携を強化していきます。現在は、階段昇降及び掃除を自動化する自立移動
ロボットの開発を行っており、今後も清掃業界の課題に向き合っていきます。

当プロジェクトは、公共施設等の清掃業者からの相談でした。
「深夜早朝の清掃員において採用難が深刻化しており、ロボッ
トを開発できないか？」というニーズからスタートした取り組み
です。研究開発のポイントは、タイル床などの不整地における
自律移動精度の向上や自動充電システムやエレベーター連携、
小型軽量化、使い勝手の向上です。優位性は、既存のドライ
掃除ロボットが不得意とする整地以外の場所・環境で効果を
発揮する点にあります。当事業を当社では新市場×新製品の「多
角化」と位置づけています。

人や障害物にぶつかることなく自律走行が可能
で、タイル床などの不整地におけるバキューム
清掃作業の生産性向上に貢献する「業務用ドラ
イ掃除ロボット」を開発し、競合と差別化され
た掃除ロボットの実用化を実現しました。ROS 
等のソフトウェア開発を私たちが担当し、電気
設計を㈱キャロットシステムズ、機構設計を㈱
F-Design が担当しました。

業務用ドライ掃除ロボットの実用化開発

株式会社クフウシヤ

実施期間 2019年

実用化開発場所 南相馬市

株式会社クフウシヤ 創 業 2014年10月20日

従業員 15名
T E L 042-703-7760
URL https://www.kufusha.com/

〒 252-0131　
神奈川県相模原市緑区西橋本 5-4-30 SIC2-2312

清掃業界向け
自律移動型ドライ
掃除ロボットで
人手不足を解消する
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